
 

身体的拘束最小化について 

 

 

 

 

当院は、患者さんひとりひとりの背景に寄り添い、安全かつ質の高い医療を提

供するため、患者さんの生命や身体が危険にさらされる場合などを除き、安易に

身体的拘束を選択しない「身体的拘束最小化」を推進し、患者さんの尊厳が守ら

れる療養環境が提供できるよう日々努力いたします。 

また、現場で患者さんと向き合う職員の皆さんが、安心してこの取り組みに専

念できるよう、病院長及び看護部長をはじめとする管理職は、組織全体でそのプ

ロセスを支援することをここに表明いたします。 
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